
様式第２号（第４条関係） ● ４段階評価結果 Ａ ： 上位目的である施策に貢献しているので継続する
Ｂ ： 事務事業の実施手法や環境（予算的・人的）に改善が必要

Ｃ ： 縮小等、事務事業としての見直しが必要

Ｄ ： 事務事業の廃止が相当

１■事務事業の概要

　 部
課

又は施設

②項

対象と
対象の数

２■事務事業実施の状況

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

活動実績
ａ（単位)
直接事業費
ｂ（千円）
人件費
ｃ（千円）
合計コスト
ｄ(ｂ＋ｃ)
（千円）

単位コスト
ｄ／ａ
（千円）

後期目標値
に対する達
成度（％）

３■事務事業の自己評価結果

単年度
担当課評価

ＡＡ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

　平成２２年度 　平成２３年度 　平成２４年度

Ａ

　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

50 50 75

３－1　評価結果
(アウトカム自己分
析）

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度

2.0２－４成果指標に
対応する実績と達
成度の推移

　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度

25.0 25.0 25.0 50.0 50

　平成２６年度 　平成２７年度

指標対応実
績（単位)

1.0 1.0 1.0 2.0 2.0 3.0

　平成２１年度 　平成２２年度

2.0

1件当たり613.5 1件当たり1195.5 1件当たり　1871.2

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度

アウトプット実績（活動数値）の補足説明 　活動実績：今年度実施された市民ニーズ把握システム数（種類：パブリックコメント手続、タウンミーティング（事業仕分け報告会）、政策マーケティング）
　人件費：円（パブリックコメント実施に係る人件費は、「事務事業51212パブリックコメント推進事業」で計上されているため、ここでは計上しない。）タウンミーティングに要した人件費は次
のとおり。2,900円×3時間＝8,700円、政策マーケティングの人件費はつぎのとおり。2,900円×32時間＝92,800円　合計101,500円

２－３成果指標に
係る活動実績とコ
ストの推移（アウ
トプット分析）

　平成１８年度 　平成１９年度

1,227 2,391 5,614

1件当たり　0 1件当たり　51 1件当たり　51 1件当たり　172.9 1件当たり3062.8 当たり 当たり

1,227 2,391 101.5

0 0 0 345.8 6,126

0 0 5,512

0 51 51 343.4 2,993

2（種類) 2（種類) 3（種類)

0 0 0 2.4 3,133

　平成２３年度 　平成２４年度 　平成２５年度 　平成２６年度 　平成２７年度

1（種類) 1（種類) 1（種類) 2（種類) 2（種類)

　平成２０年度 　平成２１年度 　平成２２年度

２－２総合計画に
おける単位施策成
果指標

事務事業成果指標名 前期目標値(単位) 後期目標値(単位) 指標の説明

　市政ニーズ把握システム数 3（種類） 4（種類）

市民ニーズを的確に把握し、市政に反映するための行政の姿勢を測る指標。現在、パブリックコメント一つである
ため、5年後には、「１－５事務事業の内容」で記載した①②を加えた3つが常に実施されている体制を目指す。後
期目標（4種類）は、常に市民ニーズの把握、アウトカム志向でこの事業を推進するための担当者の努力目標とし
て設定した。

　タウンミーティングを中学校区ごとに実施。直接、市長をはじめとする幹部と市民が対話する機会を設けた。

　事業別のタウンミーティング（桜ケ丘沓掛線、ひまわりバス3回）を実施し、直接市民と対話する機会を設けた。

　第５次豊明市総合計画策定に際し、多くの市民が望むことを把握する手法である「政策マーケティング」によって「めざすまちの姿（目標）」を設定することとした。また、めざすまちの姿の成果指標などを作成す
る市民を公募（無作為抽出による募集告知）し、「まちの未来を描き隊」を結成し、研修会などを行った。

２－１事務事業の
実施における基本
認識

事務事業実施にあたって心がけた改善の取組み 社会状況等の事務事業がおかれる環境把握 市民ニーズの認識

6 2 1 3 4

１－４事務事業の
目的の精査

　市民
意図（対象を事務事業によっ
てどのような状態にするの
か）

　市民をはじめとする利害関係者の意見や感想を組織内に周知することで、アウトカム志向の行政運営を推進する。

１－５事務事業の
内容

　各利害関係者の声を市政に反映するための制度を設計し、実施推進を行う事業。現在は、政策形成に関する意見募集である「パブリックコメント制度」のみ要綱化されている。政策形成以外の種類の声を集めるための制度をつく
り、各種の意見を集めることを行う。現在、実施が考えられるのは、①住民の窓口サービス満足度を測るアンケート、②職員が制度設計においてアウトカム志向で考えるきっかけを作る市内出張アンケート、③総合計画の推進度合
いを測る市民意識調査（この調査は5年に1度実施することが決まっている）がある。

　⑤単位施策(小） 　市民ニーズ把握システムの確立 コード

コード 6 2 1

「効率的で顧客志向の行政運営」 　④単位施策(中） 　行政改革の推進 コード 6 2 1 3

政策推進係 評価票作成者 課長補佐兼政策推進担当係長 小川正寿

１－３総合計画に
おける施策の体系

①節
計画推進 　③基本施策 　行政運営

行政運営

１－１事務事業の
名称

市民ニーズ調査制度構築・実施事業

１－２担当 行政経営部 企画政策課 係



４■新規事業

５■事務事業の総合評価結果

６■次年度事業への反映

市

現状・課題

課題に対する改善策

事務事業の目的達成のためにできる新たな取組み
（可能な限り協働の視点重視）

　・第5次総合計画策定の手法をしっかりと理解できるように、会議の最初などに繰り返し伝える。
　・パブリックコメント制度の周知と意見募集の情報提供を継続的に行っていく。

　第5次豊明市総合計画の目標である「めざすまちの姿」の達成度を計る「まちづくり指標」について毎年アンケートを実施する。

協働者となり得る主体・協働し担う役割

（　　　　　　　　　　）

事務事業の方向性
内容 Ｂ 改善 　第５次豊明市総合計画の目標でもあるめざすまちの姿の達成度を計る制度の構築を検討します。

　また、従来からの（パブリックコメント、タウンミーティングなど）市民ニーズ把握のための制度が、より機能するための手法を検討します。

　毎年のアンケート調査によって、めざすまちの姿（目標）を実現するために、より有効な事業を検討し実施する。

市民（個人・家庭） 　毎年実施するアンケート調査への協力をする。

他団体等と協働し行った事業内容・
各々が担った役割

事業実施における課題

事業実施により効果があったこと
　・総合計画策定業務では、研修会等を実施し必要な知識や意識の向上を図っているところであるため、具体的な成果これからですが、市民の参加機会を設けたことで参加者
の行政への関心が高くなったこと、また、直接話す機会が増えたことで市民が感じていることを聞くことができた。
　・パブリックコメント制度では、いただいたご提言・ご意見に対し市の考えを示すことで、市政に対しての相互理解が深まった。

市
　第５次総合計画を策定を策定する際、政策マーケティング（グループインタビュー10回・92名、理念出しワークショップ1回・市民アンケート調査）によ
り、サイレントマジョリティ層の意見を把握した。
　パブリックコメントは、６事業について実施した。

市民（個人・家庭）
　総合計画策定に係る公募市民の策定メンバーであるまちの未来を描き隊は、政策マーケティングによって把握した「めざすまちの姿（目標）」の成果指
標、めざそう値、役割分担値など作成のための研修会に参加した。

　・第５次総合計画は新たな手法で策定しているため、従来の総合計画策定の意識が抜けておらず戸惑いもみられる。
　・パブリックコメント制度の課題は、寄せられるご提言・ご意見が少ない。

他団体等との協働の有無・協働主体３－２

Ｂ

結果

　市民ニーズや目標の達成度を定期的に把握していくような制度の構築を検討すること。平成25年度
総合評価の結果

審査会による改善方向の指示

新規事業

市民（個人・家庭） ＮＰＯ・市民団体 区・町内会 企業・農協・商工会 学校 国・県・市町 その他 なし


